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TTaabbllee  11    年年齢齢群群別別のの平平均均 IIQQ とと AASSDD 重重症症度度    

年 齢  n  平  均 I Q  I Q 範 囲  診 断 名  A S D 重 症 度  

4 - 6 歳  
(未 就 学 )  1 0  1 0 0 . 2 0 0  

( 1 4 . 9 5 8 )  7 6 - 1 3 0  A S D ( n = 1 0 )  

レ ベ ル 2  
( n = 2 )  

レ ベ ル 3  
( n = 8 )  

6 - 7 歳  
(低 学 年 )  2 2  1 0 1 . 0 4 5  

( 2 1 . 2 0 8 )  5 6 - 1 4 8  
A S D ( n = 2 0 )  
A S D＋ M I D  

( n = 2 )  

レ ベ ル 2  
( n = 4 )  

レ ベ ル 3  
( n = 1 8 )  

8 - 9 歳  
(中 学 年 )  1 9  1 0 5 . 0 5 3  

( 1 2 . 3 9 4 )  8 7 - 1 3 1  A S D ( n = 1 9 )  

レ ベ ル 2  
( n = 4 )  

レ ベ ル 3  
( n = 1 5 )  

1 0 - 1 1 歳  
(高 学 年 )  1 6  9 0 . 8 7 5  

( 1 8 . 5 0 7 )  6 4 - 1 2 4  
A S D ( n = 1 4 )  
A S D＋ M I D  

( n = 2 )  

レ ベ ル 2  
( n = 2 )  

レ ベ ル 3  
( n = 1 4 )  

1 2 - 1 4 歳  
(中 学 生 )  1 7  8 8 . 2 9 4  

( 1 8 . 2 4 4 )  6 2 - 1 2 4  
A S D ( n = 1 6 )  
A S D＋ M I D  

( n = 1 )  

レ ベ ル 2  
( n = 2 )  

レ ベ ル 3  
( n = 1 5 )  

軽 度 知 的 障 害 ( M i l d  I n t e l l i g e n t  d i s o r d e r 以 下 M I D )  
D S M - 5 で は A S D の 重 症 度 が レ ベ ル 1 (支 援 を 要 す る )，レ ベ ル 2 (充 分
な 支 援 を 要 す る )， レ ベ ル 3 (非 常 に 充 分 な 支 援 を 要 す る )の 3 段 階 に
定 義 さ れ て い る ． 検 査 結 果 と ， 施 設 内 の 日 々 の 記 録 と に 基 づ き ， 言
語 聴 覚 士 2 名 に よ り A S D 重 症 度 を 判 定 し た ．  
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ⅡⅡ．．方方法法  

 
１１．．対対象象者者  

-
ASD

I Q
ASD

Table  
 
２２．．検検査査内内容容  

D-KEFS

 

 
 Kaufman et al.9)  

WISC-
 

 
 

３３．．倫倫理理的的配配慮慮  

-

 
  

４４．．分分析析方方法法  

PVT-R DTVP WISC-

 
- -

( ) -
( ) -

( )
-
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WISC- 18)

WISC- WISC- 0.62
0.88

WISC-
  

 
 
ⅢⅢ．．結結果果  

  

１１．．AASSDD 児児８８４４名名のの因因子子分分析析  

Table 2 ASD
0.7000

WISC-

2
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DTVP

 
 

２２．．AASSDD 児児のの因因子子得得点点のの年年齢齢群群間間比比較較  

Table 3
1

( ) -1.077(0.604)
-0.712(0.679) 0.316(0.552)

0.448(0.868) 0.780(0.744)

 

TTaabbllee22  因因子子パパタターーンン行行列列とと因因子子間間相相関関    

変  数  

第
１
因
子

 

表
出
性
言
語
機
能

 

第
２
因
子

 

デ
ザ
イ
ン
流
暢
性 

第
３
因
子

 

空
間
認
知

 
第
４
因
子

 

図
と
地
の
知
覚 

因
子
共
通
性

 

D
-K

E
FS 

語頭音流暢性粗点  0.7831 0.0967 -0.1549 -0.0911 0.5365  
意味カテゴリー流暢性粗点  0.7139 0.1175 -0.0360 -0.0696 0.5629  
ｶﾃｺﾞﾘｰ・ｽｲｯﾁﾝｸﾞ流暢性粗点  0.6626 0.0613 0.0705 -0.0270 0.5595  
点繋ぎ粗点  -0.0149 0.9140 0.0006 -0.0568 0.7722  
選択的点繋ぎ粗点  0.0608 0.9328 -0.0458 0.0414 0.8185  
スイッチング点繋ぎ粗点  0.1049 0.5773 0.1457 0.0480 0.5911  

 PVT-R 修正得点  0.3716 0.1432 -0.0760 0.1121 0.3515  

D
T

V
P 

視覚と運動の協応粗点  0.5253 -0.2358 0.2870 0.1628 0.5554  
図形と素地粗点  -0.0123 0.0407 -0.0406 1.0040 0.2973  
形の恒常性粗点  0.6070 -0.0507 0.0567 0.1590 0.4962  
空間における位置粗点  0.2862 0.0312 0.3652 -0.0193 0.3655  
空間関係粗点  -0.0825 0.0653 1.0333 -0.0597 0.5306  

W
ISC

 
類似粗点  0.8630 0.0210 0.0276 -0.0932 0.7000  
積木模様粗点  0.4538 0.2917 0.1565 0.0918 0.6957  
絵の完成粗点  0.4948 0.2634 0.0933 0.1216 0.6494  
算数粗点  0.6671 0.1227 0.2358 -0.0082 0.7855  

固有値  7.9166  1.3340  1.1093  1.0028   
寄与率  

(累積寄与率 ) 49.48%  8.34%  
(57.82% ) 

6.93%  
(64.75% ) 

6.27%  
(71.02% )  

α係数  0.8200  0.9146     
因子間相関  

第 1 因子  
表出性言語機能  1.0000  0.6349  

**  
0.5729  

**  
0.3964  

**  
 

第 2 因子  
デザイン流暢性  

0.6349  
**  1.0000  0.4204  

**  
0.3007  

**  
 

第 3 因子  
空間認知  

0.5729  
**  

0.4204  
**  1.0000  0.3001  

**  
 

第 4 因子  
図と地の知覚  

0.3964  
**  

0.3007  
**  

0.3001  
**  1.0000   

適合度検定  

カイ二乗値  自由度  p 値  
5 6 . 6 5 9 6  6 2  0. 6 678  

因 子 負 荷 量 が 0 . 7 以 上 の 項 目 を 因 子 負 荷 が 高 か っ た 項 目 と し て 数 え た ． 共 通 性 が
0 .5 を 超 え て い れ ば 充 分 な 値 を 示 し て い る ． α 係 数 が 0 .8 以 上 で あ れ ば 一 貫 性 が 高
い ． 相 関 係 数 が 0 - 0 .3 未 満 は ほ ぼ 無 関 係 ， 0.3 - 0.5 未 満 は 非 常 に 弱 い 相 関 ， 0 .5 - 0 .7
未 満 は 相 関 が あ る ， 0 .7 - 0 .9 未 満 は 強 い 相 関 ， 0 .9 以 上 は 非 常 に 強 い 相 関 で あ る ．
p< 0 .05* ， p< 0 .01** ． 適 合 度 検 定 が 有 意 で な い 場 合 ， 因 子 分 析 結 果 が デ ー タ に 適 合
し て い る ．  
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ウ ェ ル チ 検 定  
統 計 量 :t  自 由 度  p  値  

2.6628  32.1535  0.0120 *  
未 就 学 群 と 低 学 年 群 ， 低 学 年 群 と 中 学 年 群 ， 中 学 年 群 と 高 学 年 群 ，
高 学 年 群 と 中 学 生 群 と の ウ ェ ル チ 検 定 を 行 い ， 有 意 差 が あ っ た 群 間
比 較 の 一 覧 を 示 す ． 括 弧 内 は 標 準 偏 差 で あ る ． d≧ 0.2( 効 果 量 小 )，  
d≧ 0.5( 効 果 量 中 )， d≧ 0.8( 効 果 量 大 ).  p< 0 .05*, p< 0 .01** ．  

 

 齢 得 検  

低 学 年 と 中 学 年 と の 第 1 因 子 表 出 性 言 語 機 能  
変  数  n  因 子 得 点 平 均  
6 - 7 歳  22  - 0.712 ( 0.679 )  
8 - 9 歳  19  0.316 ( 0.552 )  

効 果 量 d 値  
1.6903  (効 果 量 大 )  

ウ ェ ル チ 検 定  
統 計 量 :t  自 由 度  p  値  

5.3455  38.8731  p  < 0.001 **  
低 学 年 と 中 学 年 と の 第 2 因 子 デ ザ イ ン 流 暢 性  

変  数  n  因 子 得 点 平 均  
6 - 7 歳  22  - 0.411 ( 0.656 )  

8 - 9 歳  19  0.052 ( 0.657 )  
効 果 量 d 値  

0.7245  (効 果 量 中 )  

ウ ェ ル チ 検 定  
統 計 量 :t  自 由 度  p  値  

2.2558  38.1156  0.0299 *  
中 学 年 と 高 学 年 と の 第 2 因 子 デ ザ イ ン 流 暢 性  

変  数  n  因 子 得 点 平 均  
8 - 9 歳  19  0.052 ( 0.657 )  

10 - 11 歳  16  0.645 ( 0.871 )  
効 果 量 d 値  

0.8006  (効 果 量 大 )  
ウ ェ ル チ 検 定  

統 計 量 :t  自 由 度  p  値  
2.2361  27.5432  0.0336 *  

低 学 年 と 中 学 年 と の 第 3 因 子 空 間 認 知  
変  数  n  因 子 得 点 平 均  
6 - 7 歳  22  - 0.638 ( 0.984 )  
8 - 9 歳  19  0.325 ( 0.899 )  

効 果 量 d 値  
1.0438  (効 果 量 大 )  

ウ ェ ル チ 検 定  
統 計 量 :t  自 由 度  p  値  

3.2729  38.8628  0.0022 **  

低 学 年 と 中 学 年 と の 第 4 因 子 図 と 地 の 知 覚  
変  数  n  因 子 得 点 平 均  
6 - 7 歳  22  - 0.397 ( 1.173 )  
8 - 9 歳  19  0.363 ( 0.598 )  

効 果 量 d 値  
0.8182  (効 果 量 大 )  

  

TTaabbllee  33  年年齢齢群群別別のの因因子子得得点点平平均均ののウウェェルルチチ検検定定  
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2
( ) -0.839(0.501)

-0.411(0.656)
0.052(0.657) 0.645(0.871)

0.360(1.337)

 

( ) -0.916(0.641)
-0.638(0.984) 0.325(0.899)

0.594(0.491)
0.443(0.881)

 

( ) -0.732(1.492)
-0.397(1.173)

0.363(0.598) 0.104(0.852)
0.442(0.343)

 
 

 
ⅣⅣ．．考考察察  

 
１１．．因因子子分分析析のの結結果果ににつついいてて  

ASD
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WISC-
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et al.
 

Floyd5) D-KEFS
-

Cattell Horn 
Carroll( CHC)
McGrew13) CHC

Floyd 
CHC

CHC
CHC

CHC
CHC

CHC Floyd

 
 
２２．．因因子子得得点点のの年年齢齢群群間間比比較較ににつついいてて  
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３３．．各各因因子子とと AASSDD ととのの関関連連ににつついいてて  

Tager-Flusberg and Kasari 16)

ASD
Eigsti et al.4) ASD

Kwok et 
al. ASD

ASD 1.5
Camarata2)

ASD
 

Boucher1) ASD
ASD

Geurts et al.6) ASD

ASD
 

Turner17) ASD

ASD ASD IQ
IQ

ASD
ASD

(
)  

(
)

( )

ASD
ASD

ASD

ASD

ASD

ASD  
4

Gowen and 
Hamilton7) ASD

/b/ /k/

MacNeil et al.12) ASD
ASD 75%

ASD

 
Murray14) ASD

(monotropic attention)

ASD
Rincover and Ducharme15) ASD

(over selective 
attention) ASD

 
 

４４．．遂遂行行機機能能をを高高めめるるたためめににででききるる支支援援ににつついいてて  

 

ASD

 ASD
ASD
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ASD

 
 
５５．．本本研研究究のの限限界界ににつついいてて  

 ASD
ASD

D-KEFS

 
 

 
ⅤⅤ．．結結論論  
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ASD
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